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障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

についての意見
い け ん

 

 
１、はじめに 

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の制 定
せいてい

に向
む

けて、精 力 的
せいりょくてき

な議論
ぎろん

を重
かさ

ねておられますことに敬意
けいい

を表
あらわ

します。本 法
ほんほう

につきましては、すでにさまざまな論 点
ろんてん

が提
てい

出
しゅつ

され、

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に替
か

わる障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の基盤
きばん

となる法 律
ほうりつ

としてのあるべき

姿
すがた

を模索
もさく

されていると理解
りかい

しています。 

 このような障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

に関
かん

する法
ほう

整備
せいび

の途 上
とじょう

にあって、平 成
へいせい

23年
ねん

３月
がつ

11

日
にち

に発 生
はっせい

した東 日 本
ひがしにほん

大 震 災
だいしんさい

では、障 害 者
しょうがいしゃ

とその家族
かぞく

があらためて災 害
さいがい

弱 者
じゃくしゃ

であることを強 烈
きょうれつ

に印 象
いんしょう

づけました。すなわち、この震 災
しんさい

対 応
たいおう

に当
あ

たっ

ては、関 係
かんけい

各 省 庁
かくしょうちょう

から矢継
や つ

ぎ早
ばや

にさまざまな通知
つうち

が出
だ

されましたが、それらは

局 所 的
きょくしょてき

な対 処
たいしょ

にとどまるものでしたし、各 層
かくそう

のボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

も活 動
かつどう

を展 開
てんかい

しましたが、必
かなら

ずしも整 合 性
せいごうせい

のとれた活 動
かつどう

になり得
え

ない面
めん

も見
み

られました。さ

らには、障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

に向
む

けて各 種
かくしゅ

の情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を求
もと

めても、個人
こじん

情 報
じょうほう

保護
ほ ご

の観 点
かんてん

から提 供
ていきょう

を拒
こば

まれる事態
じたい

も現 出
げんしゅつ

しました。こうした事態
じたい

の根 底
こんてい

には、

障 害 者
しょうがいしゃ

とその家族
かぞく

の生 活
せいかつ

基盤
きばん

の保 障
ほしょう

に関
かん

する大 局
たいきょく

観
かん

の欠 如
けつじょ

があると考
かんが

え

られます。 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の「総 合
そうごう

」とは、まさにこうした大 局
たいきょく

観
かん

を明 確
めいかく

に示
しめ

すもので

あるべきと考
かんが

えます。つまり、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

は、保健
ほけん

・医 療
いりょう

・教 育
きょういく

・労 働
ろうどう

・司法
しほう

等
とう

の各 領 域
かくりょういき

について、「総 合
そうごう

」的
まと

にサービス
さ ー び す

を支 給
しきゅう

し、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

の質
しつ

を保 障
ほしょう

する法 律
ほうりつ

であることが望
のぞ

まれます。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

17 回
かい

 

H23.8.9 参 考
さんこう

資 料
しりょう

４ 

大 久 保
おおくぼ

委 員
いいん

提 出
ていしゅつ

資 料
しりょう

 

（財
ざい

）日本
にほん

ダウン症
だうんしょう

協 会
きょうかい

  

理事長
りじちょう

 玉井
たまい

邦夫
くにお
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 上 記
じょうき

の観 点
かんてん

に立
た

ち、財 団
ざいだん

法 人
ほうじん

日本
にほん

ダウン症
だうんしょう

協 会
きょうかい

は、ダウン症
だうんしょう

のある人
ひと

と

その家族
かぞく

らの立場
たちば

から、以下
い か

のような意見
いけん

を 提 出
ていしゅつ

いたします。 

 

２、柔軟
じゅうなん

なサービス
さ ー び す

支給
しきゅう

が可能
か の う

な制度
せ い ど

設計
せっけい

の要望
ようぼう

 

（１）要 望
ようぼう

の趣旨
しゅし

 

 下記
か き

３に説 明
せつめい

するとおり、ダウン症
だうんしょう

は多
おお

くの場合
ばあい

、認知機
にんちき

能 面
のうめん

の不全
ふぜん

状 態
じょうたい

を

基本
きほん

としていますが、併 発
へいはつ

症 状
しょうじょう

は多岐
た き

にわたりますし、本 人
ほんにん

の発 達
はったつ

経過
けいか

、提 供
ていきょう

される環 境
かんきょう

のありようによって、生 活
せいかつ

の質
しつ

を支
ささ

えるためのニーズ
に ー ず

が広範囲
こうはんい

に

変 動
へんどう

します。時
とき

には「身 体
しんたい

障 害
しょうがい

」としてのニーズ
に ー ず

が優 先
ゆうせん

されるべき生 活
せいかつ

状 況
じょうきょう

が生
しょう

じることがあり、また別
べつ

の時
とき

には「精 神
せいしん

障 害
しょうがい

」としてのニーズ
に ー ず

が前 面
ぜんめん

に

出
で

てくることもあります。 

このようなダウン症
だうんしょう

の特 性
とくせい

からすれば、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の支 給
しきゅう

に当
あ

たっては、

本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

の変 動
へんどう

に合
あ

わせて、当事者
とうじしゃ

の社 会 的
しゃかいてき

状 況
じょうきょう

の改 善
かいぜん

に有 効
ゆうこう

な

サービス
さ ー び す

が縦 横
じゅうおう

に組
く

み合
あ

わされることが可能
かのう

な仕組
し く

みを創 成
そうせい

すべきであると考
かんが

えます。 

また、例
たと

えば今 回
こんかい

の震 災
しんさい

時
じ

のような緊
きん

急 時
きゅうじ

には、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

に一 定
いってい

の

総 合 的
そうごうてき

指揮権
しきけん

を設 定
せってい

できるような機能
きのう

が求
もと

められると考
かんが

えます。 

（２）要 望
ようぼう

の具体化
ぐたいか

についての提 言
ていげん

 

①  支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 

既
き

に、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

において、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

支 給
しきゅう

の指針
ししん

と

なる支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

の策 定
さくてい

（Ⅰ―３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

）素案
そあん

 

「支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について」）に関
かん

し、「ガイドライン
が い ど ら い ん

は障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

と程度
ていど

で支援
しえん

の量
りょう

を決
き

めるのではなく、社 会
しゃかい

参加
さんか

を含
ふく

めた支援
しえん

の必 要
ひつよう

に基
もと

づいて

策 定
さくてい

されるものとする」とされている点
てん

は、当 協 会
とうきょうかい

としても、上 記
じょうき

（１）

の要 望
ようぼう

の趣旨
しゅし

からして、高
たか

く評
ひょう

価
あたい

するところです。 

また、「ガイドライン
が い ど ら い ん

策 定
さくてい

にあたり様 々
さまざま

な意見
いけん

があるため、障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

等
とう

の意見
いけん

を聴 取
ちょうしゅ

しつつ、策 定
さくてい

されるものとする」とされている点
てん

も、非 常
ひじょう

に重 要
じゅうよう

であり、素案
そあん

の趣旨
しゅし

に強
つよ

く賛 同
さんどう

するものです。 
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 ダウン症
だうんしょう

という比較的
ひかくてき

人 数
にんずう

の多
おお

い障 害
しょうがい

についてさえ、そのニーズ
に ー ず

がこれ

まで十 分
じゅうぶん

に理解
りかい

されてこなかった現 状
げんじょう

からして、支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

策 定
さくてい

に

ついて、障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

等
とう

の意見
いけん

を聴 取
ちょうしゅ

するという点
てん

については、是非
ぜ ひ

、

法 案
ほうあん

に明記
めいき

する等
とう

何
なん

らかの形
かたち

でその実 現
じつげん

を保 障
ほしょう

する手立
て だ

てを講
こう

じてい

ただくよう要 望
ようぼう

致
いた

します。 

②  相 談
そうだん

支援
しえん

の実 効 性
じっこうせい

確保
かくほ

について 

また、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

において、相 談
そうだん

支援
しえん

について（Ⅰ―

４ 相 談
そうだん

支援
しえん

素案
そあん

）、「新
あら

たな相 談
そうだん

支援
しえん

の枠組
わくぐ

み」として、「当事者
とうじしゃ

の抱
かか

え

る問 題
もんだい

全 体
ぜんたい

に対 応
たいおう

する包 括 的
ほうかつてき

支援
しえん

の継 続 的
けいぞくてき

なコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

を行
おこな

う。

障 害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズ
に ー ず

を明 確
めいかく

にするとともに、その個別
こべつ

のニーズ
に ー ず

から、新
あら

たな地域
ちいき

での支援
しえん

体 制
たいせい

を築
きず

くための地域
ちいき

への働
はたら

きかけも同時
どうじ

に行
おこな

う。」と

されている点
てん

や、「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

においては、・・・ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

相 談
そうだん

を心
こころ

が

ける。そのためには現 在
げんざい

分 担
ぶんたん

されている発 達
はったつ

相 談
そうだん

、教 育
きょういく

相 談
そうだん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

相 談
そうだん

、医 療
いりょう

相 談
そうだん

等
とう

が統
とう

合
ごう

された相 談
そうだん

体 制
たいせい

をつくることが望
のぞ

まし

い」とされている点
てん

、「相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

」が「障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

システム
し す て む

のコーディネータ
こ ー で ぃ ね ー た

ーとしての役 割
やくわり

を担
にな

う者
もの

」とされ、「利用者
りようしゃ

の

包 括 的
ほうかつてき

なニーズ
に ー ず

を把握
はあく

する」「本 人
ほんにん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

のニーズ
に ー ず

を満
み

たすために、

総 合 的
そうごうてき

なフォーマル
ふ ぉ ー ま る

・インフォーマルサービス
い ん ふ ぉ ー ま る さ ー び す

の利用
りよう

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

のため

に行 政
ぎょうせい

関 係
かんけい

機関
きかん

との協 議
きょうぎ

を行
おこな

い調 整
ちょうせい

する」「本 人
ほんにん

とともに必 要
ひつよう

に応
おう

じてサービス
さ ー び す

を提
つつみ

供
きょう

する者
もの

との本 人
ほんにん

参加
さんか

のケア
け あ

会議
かいぎ

を開 催
かいさい

運 営
うんえい

し、

必 要
ひつよう

に応
おう

じて複 数
ふくすう

のサービス
さ ー び す

を提
つつみ

供
きょう

する者
もの

等
とう

との個別
こべつ

調 整
ちょうせい

はもちろ

ん、調 整
ちょうせい

のための会議
かいぎ

などを開
ひら

き運 営
うんえい

する」とされている点
てん

は、相 談
そうだん

支援
しえん

、

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

に、上 記
じょうき

（１）に要 望
ようぼう

するニーズ
に ー ず

に合
あ

わせたサービス
さ ー び す

の

組
く

み合
あ

わせの調 整
ちょうせい

や総 合 的
そうごうてき

な指揮権
しきけん

を発揮
はっき

する役 割
やくわり

を担
にな

わせることが

可能
かのう

な制度
せいど

として、高
たか

く評
ひょう

価
あたい

するものです。 

 しかしながら、相 談
そうだん

支援
しえん

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

が、上 記
じょうき

役 割
やくわり

を実 効 的
じっこうてき

に果
は

たすためには、相 談
そうだん

体 制
たいせい

の整備
せいび

のみではなく、サービス
さ ー び す

提 供 者 側
ていきょうしゃがわ

（行 政
ぎょうせい

や事 業 者 側
じぎょうしゃがわ

）がこれらの相 談
そうだん

支援
しえん

に協 力
きょうりょく

する仕組
し く

みがなければ

ならないと考
かんが

えます。 
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 現 在
げんざい

の総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

の中
なか

には、残 念
ざんねん

ながら、サービス
さ ー び す

提 供 者 側
ていきょうしゃがわ

が相 談
そうだん

支援
しえん

に協 力
きょうりょく

する仕組
し く

みは見当
み あ

たりません。 

 したがって、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

骨 格
こっかく

提 言
ていげん

においては、相 談
そうだん

支援
しえん

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

によるコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

や調 整
ちょうせい

にサービス
さ ー び す

提 供 者 側
ていきょうしゃがわ

が協 力
きょうりょく

する

義務
ぎ む

があることを明記
めいき

するなど、相 談
そうだん

支援
しえん

が実 効 的
じっこうてき

に行
おこな

われ、ニーズ
に ー ず

に合
あ

わせたサービス
さ ー び す

の柔 軟
じゅうなん

な提 供
ていきょう

が行
おこな

われることを保 障
ほしょう

する仕組
し く

みの構 築
こうちく

が総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に定
さだ

められるよう要 望
ようぼう

致
いた

します。 

 

３、ダウン症
だ う ん し ょ う

の特性
とくせい

  

ダウン症
だうんしょう

は先 天 性
せんてんせい

の染 色 体
せんしょくたい

異 常
いじょう

が「原 因
げんいん

」であるとされていますが、それ

はイコール
い こ ー る

「知的
ちてき

障 害
しょうがい

の原 因
げんいん

」ではありません。認知
にんち

機能
きのう

の不全
ふぜん

状 態
じょうたい

はきわめ

て高
たか

い確 率
かくりつ

で併
へい

発
はっ

することは事実
じじつ

ですが、先 天 性
せんてんせい

染 色 体
せんしょくたい

異 常
いじょう

の影 響
えいきょう

はこ

うした認知機
にんちき

能 面
のうめん

とのみ結
むす

びついているのではありません。 

身体機
しんたいき

能 面
のうめん

においても、視覚
しかく

や聴 覚
ちょうかく

、皮膚
ひ ふ

、筋 力
きんりょく

、心 臓
しんぞう

を含
ふく

めた内 臓
ないぞう

諸器官
しょきかん

、血 液
けつえき

など、きわめて多岐
た き

にわたる併 発
へいはつ

症 状
しょうじょう

があり、その程度
ていど

には大
おお

き

な個人差
こじんさ

があります。当 然
とうぜん

、「身 体
しんたい

障 害
しょうがい

」としてのニーズ
に ー ず

を有
ゆう

する人
ひと

も数 多
かずおお

く

存
そん

在
ざい

します。 

また、精神機
せいしんき

能 面
のうめん

でも、特
とく

に青
あお

年期
ねんき

から成人期
せいじんき

にかけてはさまざまな「症 状
しょうじょう

」

が見
み

られますが、適 切
てきせつ

な支援
しえん

があれば青
あお

年期
ねんき

の精 神 的
せいしんてき

な問 題
もんだい

はほとんど現
あらわ

れ

ません。実
じつ

はこのことはダウン症
だうんしょう

に限
かぎ

らず「知的
ちてき

障 害
しょうがい

」と括
くく

られる人
ひと

たちに

共 通
きょうつう

して見
み

られることであり、その本 質 的
ほんしつてき

な原 因
げんいん

は環 境
かんきょう

不適応
ふてきおう

にあると考
かんが

えられます。こうしたさまざまな状 態 像
じょうたいぞう

を「ダウン症
だうんしょう

＝知的
ちてき

障 害
しょうがい

」と単 純 化
たんじゅんか

し

てしまうことで、これまでダウン症
だうんしょう

のある人
ひと

のニーズ
に ー ず

と実 際
じっさい

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の

支 給
しきゅう

とにはズレ
ず れ

があり、彼
かれ

らの「生
い

きにくさ」が増 大
ぞうだい

していたという事実
じじつ

があ

ります。このようなダウン症
だうんしょう

の特 性
とくせい

を是非
ぜ ひ

ご理解
りかい

いただき、理解
りかい

の前 提
ぜんてい

に立
た

っ

て、今後
こんご

の総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

制 定
せいてい

の議論
ぎろん

を進
すす

めていただきたく、重
かさ

ねてお願
ねが

いする

次第
しだい

です。 
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